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　4月10日、大崎市立大崎日本語学校で令和8年度4月期生入学式を行いました。
　今期はベトナムから6人、インドネシアから7人、台湾から12人の計25人が入学し、昨年度の入学生と合わせて全校生徒数は58人となりました。
　当日は、大崎市立おおさき日本語学校の最寄り駅であるJR西古川駅で、地域住民が少し緊張した表情の新入生を温かく出迎えました。
　式典では、先生に名前を呼ばれた新入生が「はい」と、元気な返事を会場内に響かせ、これから始まる新生活に期待を膨らませていました。鈴木校長は、新入生に「失敗を恐れないでください。日本語が上手になるための大切な一歩は、間違えることです。」と挑戦し続けることの大切さを説きました。
　また、在校生を代表して3人の生徒が日本語で、新入生に「最初は分からないことが多くて、不安だと思いますが、友達や先生が助けてくれます。自分のペースで少しずつ頑張りましょう」と励ましの言葉を贈りました。
　新たな夢のスタートラインに立った新入生が、仲間と互いに支え合いながら学びを深め、それぞれの夢に向かって歩みを進めて行きます。

写真：新たな一歩を踏み出した新入生の皆さん



